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博物館だより消防だより

　危険物を取り扱う関係事業所をはじめ、市民の皆さんに危険物に対する意識を高めてもらうことを目的に、
全国一斉に毎年実施しています。

　セルフ式ガソリンスタンドで、給油の手順や機器類の
取り扱いを誤ると、思わぬ事故につながります。次の事
項に十分注意して、安全な給油作業を行いましょう。
① 給油の前には必ずエンジンを切り、車が動かないよ
うサイドブレーキを必ず使用する。
② 給油する自動車に適した油種を確認する。
③ 必ず「静電気除去シート」に触れてから給油口キャッ
プを開ける。
④ 給油ノズルは止まるところまで差し込み、給油ノズル
のレバーを止まるところまで確実に引いて給油を行う。
⑤ 燃料タンクが満タンになると自動的に給油が停止す
るので、それ以上の注ぎ足し給油はしない。
⑥ 給油後は、給油口キャップを確実に締める。

　身の回りで使っている物（ガソリン・軽油・灯油・消
毒用アルコール・塗料・アロマオイル・ヘアスプレーなど）に、
次のような表示があれば、それは危険物です。

【表示例】火気厳禁　アルコール類  危険等級Ⅱ
※このような表示がある物は、火気の近くで使用し
たり、放置したりしないでください。

身近にある危険物 ＜ 給油時の注意事項 ＞

　ガソリンの一時貯蔵などに使用する携行缶は、消防法
令に適合したものを使用してください。
※セルフ式ガソリンスタンドでは、顧客が自らガソリン
を携行缶などに注入することはできません。

＜ガソリンの携行＞

危険物安全週間　６月４日㈰〜同10日㈯

問 消防本部予防課☎22-0332　FAX22-9427

▲井伊直孝教訓書写
 （彦根藩井伊家文書）
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６
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第321回

　彦根城博物館の学芸員が、各自の研究テーマについて、
日頃の研究の成果を踏まえて解説します。

彦根城博物館☎22-6100　　22-6520
https://hikone-castle-museum.jp/
開館時間　8：30～17：00（入館は 16：30まで）

FAX

　博物館では上記の期間中、館内設備の改修工事に加え、年末休館を行うため、長期休館いたします。なお、令和5年
(2023年)1月1日(日・祝)より、通常どおり開館いたします。
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■ スライドトーク 
【日時】7月23㈯14：00～（30分程度）
【解説】当館学芸員　【場所】講堂  
  ※無料（観覧料は別途必要） ※当日受付（先着35人、受付は13：30～）

8月31日㈬まで

湖東焼　赤絵金彩翡翠図建水　鳴鳳作

　常設展示「“ほんもの”との出会い」では、譜代
大名筆頭・井伊家に伝来した名宝を中心に80点あま
りを展示しています。

常
設
展
示
の
名
品

　彦根城博物館では、さまざまな情報をタイムリー
に発信するため、「彦根城博物館Tw i t t e r
（@hikone_museum）」を令和3年10月に開設し
ました。　　
　展覧会、講座、イベントなどに関する情報をはじ
め、展示作品の見どころや四季折々の博物館の様子
などを随時お知らせしています。
　下のQRコードから、ぜひフォローをお願いします！

Twitterで情報発信中

11月7日㈪まで

「上田道三ー彦根の歴史風景を描くー」　上田道三(1908～84)は彦根に生まれ、京都や奈良で絵を学んだのち彦根に戻り、城郭や古民家等を愚直に描き続けた画家です。本展で
は、道三が描いた彦根の風景画を中心に、画壇で活躍した若き日の作品も展示し、その画業の全貌を紹介します。

　抹茶を点てる際
に用いる建水とい
う茶道具で、使っ
た水を捨てる器で
す。本品は、江戸
時代後期に彦根城
下で制作された湖
東焼で、名工とし
て知られる鳴鳳の
華麗な絵付が映え
る優品です。

▲赤絵金彩翡翠図建水

特

集

展

示

企画展関連講演会

「井伊家伝来刀剣　名刀の履歴書」

　江戸時代、彦根藩井伊家が有した刀剣の中には、名物をはじめとする
名刀の数々が確認できます。これらの来歴や魅力について、古文書や写
真などを通して紹介します。

【日時】11月19日㈯14:00～15:30
【解説】当館学芸員　
【場所】講堂
　※資料代100円
（観覧料は別途必要）
　※当日受付
（先着50人、受付は13:30～）

「松居石材商店からみる近代彦根」

　松居石材商店は、江戸時代に彦根の城下で創業した石工職人の店です。
近代以降、その技術を活かして幅広く事業を手がけ
ていく近代彦根の石材店を紹介します。

【日時】9月17日㈯14:00～15:30
【講師】当館学芸員　【場所】講堂　
　※資料代100円（観覧料は別途必要）
　※当日受付（先着50人、受付は13:30～）

特
集
展
示
関
連
講
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　井伊家12代直亮の日本屈指の雅
楽器コレクション。その収集時期か
ら入手ルート、判断基準、購入金額
まで、豊富な記録や作品を通じて、
コレクションの実態に迫ります。

講

座

　井伊直弼は、天保 5 年
（1834）、養子縁組のため江
戸に行き、1年余り滞在しまし
た。直弼自作の旅日記「露分
衣」などから、当時の直弼が
置かれた状況や彼の心境を
探ります。

【講師】当館学芸員　【場所】講堂
※資料代100円（観覧料は別途必要）
※当日受付（先着35人、受付は13：30～）

　彦根城博物館の学芸員が、各自の研究テーマについて、
日頃の研究の成果を踏まえて解説します。

＜ 私の研究最前線 ＞

6月4日㈯14:00～15:30
「二十歳の直弼、江戸へゆく」

講
座

　私
の
研
究
最
前
線

　文化9年（1812）に隠居し
た11代直中は、20年近く、彦
根の槻御殿で暮らしました。
当時の直中の活動や、子の直
弼ら周りの人びととの関係な
ど、その暮らしぶりを紹介し
ます。

【日時】7月22日㈯14：00～15：30
【講師】当館学芸員　　【場所】講堂
  ※資料代100円（観覧料は別途必要）
  ※当日受付（先着50人、受付は13：30～）

「大殿様井伊直中と槻御殿」

【長期休館のお知らせ】12月7日㈬～同31日㈯

■ スライドトーク 
【日時】6月24日㈯14：00～（30分程度）
【解説】当館学芸員　【場所】講堂　※無料（観覧料は別途必要）
  ※当日受付（先着50人、受付は13：30～）
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▶
黒
漆
塗
橘
紋
蒔
絵
膳
椀
類

6月20日㈫まで

　木俣清左衛門家には、徳川家康・秀忠や諸大名、井伊家当
主からの手紙など貴重な古文書が多数伝来しました。本展で
は、その中から主要な資料を公開します。

■6月21日㈬、同22日㈭は、展示替えのため一部休室します。

6月23日㈮～7月25日㈫

滋賀県指定有形文化財 指定記念

「井伊直亮の雅楽器収集
　　　　　　―大コレクション形成の現場―」

■【休館日のお知らせ】5月17日㈬

【再告知】「菊満香―琳派に魅せられた幕末の女性画家
―」は6月3日㈯14：00開講です。

き

「彦根藩筆頭家老木俣清左衛門家文書」
また もんえざせい

あきなお
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▲笙 銘大信貴 小信貴

▲両御奥方女中衆御擬帳 

チケット情報

みずほ文化センターひこね市文化プラザ

【ひこね市文化プラザ各公演　発売初日の予約の取扱い】
※電話予約・インターネット予約のみの受付となります。
※窓口でのチケット引き取り・販売は翌開館日から承ります。

◎表記の価格は全て税込価格です。
◎入場制限のある公演は、託児サービスを実施します。
　子ども1人1,000円。各ホールまで事前予約が必要です。

6月の休館日：5日㈪、12日㈪、19日㈪、 26日㈪

申込・お問い合わせ先　
みずほ文化センター☎43-8111（9:00～17:00）

6月の休館日：6日㈫ 、13日㈫ 、20日㈫、 27日㈫ 

申込・お問い合わせ先  チケットセンター ☎27-5200 (9：00～19：00)
チケットはインターネットでもご購入いただけます。https://bunpla.jp/

　　　　　

8月19日㈯、26日㈯、27日㈰　エコーホール
オペラ体験してみない？
【6月10日㈯ 9:00～受付開始】

6月24日㈯　14:00 　多目的ホール

前売：500円  当日：600円 ※2歳以上有料
自由

人形劇団クラルテ　おひさま劇場
「森のちいくまちゃん」
「わくわくドッキン！こぶたのりんご」

関西を中心に全国各地で公演を行っている人気の劇団によ
る、幼児・児童向けの人形劇です。親子・ファミリーでお楽し
みください。

【参加費】500円（全3回） 【対象】小学4年生～中学生

8月19日　10:30～13:30　オペラを知る・作る・考える
8月26日　10:30～13:30　オペラの制作・練習
8月27日　10:30～17:00　通し稽古・本番（14:00開演予定)

9月10日㈰　17:00　グランドホール

指定【6月25日㈰ 9:00～友の会予約開始】
一般8,000円
高校生以上～２5歳以下4,000円　
小中学生2,000円
【7月2日㈰ 9:00～一般予約開始】
一般8,000円
高校生以上～２5歳以下4,000円　
小中学生2,000円

結成35周年を迎えるBEGINによる心温まるコンサート。

※未就学児無料（保護者1名につき1名まで膝上鑑賞無料）
※小学生・未就学児のみでの入場は出来ません。

ＢＥＧＩＮコンサート2023

【プログラム】※全3回すべての日程に参加いただける方に限ります。

モーツァルト作曲「魔笛」を題材に舞台の場面をつくってみよう！
※本番ステージは一般公開します（入場整理券配布予定）

7月23日㈰　14:00 　多目的ホール

【好評発売中】 
前売：一般2,000円　高校生以下1,000円
当日：一般2,500円　高校生以下1,500円

自由

伝統芸能スペシャル　
津軽三味線 「柴田三兄妹」

三味線三丁での演奏がうみ出す独創
的な世界。津軽三味線の全国大会で
は、兄妹三人で、個人・団体合わせて
40回以上の優勝を誇る、「津軽三味
線日本一」の三兄妹による聴きごた
えたっぷりの演奏会。

※未就学児は入場いただけません。
※託児サービスがあります（有料・要予約）。

【好評発売中】 


